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■成端仕様： 
・外被覆の外径は 6.5Φmm以下のＵＴＰを設定
・導線径は 0.5～0.65Φmm（24～22AWG） 
・導線絶縁径は 0.965～1.2Φmm 
・ＩＤＣは単線及び導体より心線の成端が可能 
・Ｔ５６８Ａ及びＴ５６８Ｂ結線の成端が可能 
・ＣＧＪＴ工具を使用して一括圧接 

外被覆を３０mm程むきます。 
一旦４対を放射状に開き十字介在がある 
場合には根元でカットします。 
次に結線仕様に従って対の並び替えを行い 
１列に整えます。 

４対導線の先を細め１列に整えてキャップに

挿入します。外被覆の先端がキャップの奥ま

でしっかりと入っている事を確認します。 
中途半端な挿入は望ましく有りません。 

◆部品番号： 
ＣＪ５Ｅ８８Ｔシリーズ 
ＣＪ６８８ＴＰシリーズ 
ＣＪＤ６８８ＴＰシリーズ 

ターミネーションキャップ 
（以下、キャップ） 

ハウジング 

図のように①～④の順番に導線をキャップの

溝により分けます。より戻しの寸法が最小と

なるように注意します。 
Ｔ５６８Ａ結線で茶、白茶、白緑、緑 
Ｔ５６８Ｂ結線で茶、白茶、白橙、橙 
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次は⑤～⑧ですが 
⑤を一旦引き寄せ⑥を溝により分けます 
⑦を一旦引き寄せ⑧を溝によけ分けます 
Ｔ５６８Ａ結線で橙、白橙、白青、青 
Ｔ５６８Ｂ結線で緑、白緑、白青、青 

その後は⑨と⑩で 
Ｔ５６８Ａでは橙と白青を溝に 
Ｔ５６８Ｂでは緑と白青を溝に 
より分けます。 

各溝へのより分けが出来ましたら切残しの

無いように平らな面の有るニッパで不要な

導線をカットします。 
 
ケーブルの予備加工が完了しました。 

ハウジングにキャップを装着し図のように

圧接補助工具（ＣＧＪＴ）をハウジングの

トップとキャップの後側にあてがって矢印

の方法に動かすと一括圧接されます。 
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キャップ取外し手順 
 
 
 
 
 
 
注：再成端は１０回以内で同一又はそれ以上の導線径とする 
 
注意事項 

下記は、弊社製以外の情報配線用の製品についても適用されます。 

1.雷発生時の施工は絶対にしないでください。 

2.製品が特に耐水、耐湿度に対応して使用可能なものである場合を除き、水に濡れる場所や高湿度の 

 環境においての施工は絶対にしないでください。 

3.配線が稼動中のネットワークから物理的に隔離、切断されていない場合、絶縁されていない配線部や 

 コンタクトに絶対に素手で触らないでください。  

4.配線の施工や修繕の際は、十分に注意して作業を行ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




